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１．教学
１）６年一貫教育に基づく新カリキュラムが開始

されてから 17 年目を迎え，国領校での１年間の教
育体制は定着している。

国領校教員が担当する主なコースは，１年生：
コース総合教育，生命基礎科学，外国語Ⅰ，医学総
論Ⅰ，医療情報 EBM Ⅰ，２年生：コース外国語Ⅱ，
医療情報 EBM Ⅱ，３年生：コース外国語Ⅲ，４年
生：コース外国語Ⅳの４学年９コースである。コー
ス総合教育，外国語Ⅰ～Ⅳはスモールグループによ
る演習科目を中心に，その他のコースは実習，演習，
講義を有機的に連携させた科目として実施した。
２）学生生活アドバイザー制度は今年度も継続さ

れ，国領校教員・西新橋校教員・第三病院教員によ
る担当学生との面談（会食，他）が行われた。近年，
第三病院教員は人数を絞り，確実に学生との往来が
可能な教員のみとしたため，国領校教員１名が担当
する学生数が増え，日程を組むのが困難になってい
る。
３）学生の健康管理として，１年生 113 名を対象

に，学生健康診断・T‒spot 検査（受診率 100％），
小児感染症予防対策ならびに B 型肝炎予防対策と
して１年生全員を対象に抗体検査を実施し，低抗体
価者に対してワクチン接種を実施した。また，自宅
接種者等を除く全員に対しインフルエンザの予防接
種を実施した。
４）副学生部長と１年生学生会委員との懇談会を

前期は 2018 年６月 28 日（木），後期は 2019 年１月
８日（火）に開催した。
５）例年行っている国領校教員と１年生との会食

（昼食会，教員１名に対し，学生５～６名）は，学
生１名当たり前期・後期に各１回実施した。

２．入学式およびオリエンテーション
１）2018 年度入学式は 2018 年４月５日（木）に

挙行され，110 名（東京都地域枠５名）の新入生を
迎え１年生 113 名が在籍した。これらのうち 108 名
の学生が進級した（４名は留年，１名は他学受験合
格のため退学した）。新入生オリエンテーション（学
内）が 2018 年４月６日（金），本年度の学生会クラ

ブ紹介は，2018 年４月９日（月）～19 日（木）の
９日間授業終了後に実施された。
２）2005 年度から新入生を対象に実施している，

防災（狛江消防署）・防犯（渉外室）・交通安全教育
（調布警察）の講演を，今年度も開催した。なお，
今年度より本学顧問弁護士による「不適切飲酒にま
つわる講話」も行われた。
３）2010 年度より実施の救急医学講座・救急部

スタッフによる救急蘇生実習を昨年度同様に看護学
科新入生と共修で実施した。
４）2011年度より学外の宿泊施設で実施していた，

医学科・看護学科新入生のためのスタートアップ宿
泊研修は，内容を手直しした上，担当ユニットを「医
療総論演習」に移し，本年は西新橋キャンパスにて
１日で開催した。

３．教学関係委員会
教学委員会：岡野　孝（副委員長），横井勝弥（副

学生部長）
カリキュラム委員会：木村直史，岡野　孝，野呂

幾久子，小原　平
学生担当委員会：横井勝弥（副委員長）
学生保健指導委員会：竹田　宏（副委員長），加

藤順一郎（１年担当：内科），舘野　歩（１年担当：
精神科）

学生相談室委員会：横井勝弥
教育施設委員会：植田　毅
教育研究助成委員会：髙田耕司
図書館国領分館運営委員会：三崎和志，鈴木克己，

平塚理恵，加園克巳
国領キャンパス防火防災委員：植田　毅（副委員

長），木村直史，小宮成義，長谷川泰子
教授会議出席者：植田　毅，野呂幾久子，藤井哲

郎

４．教員の異動
新任：
荒牧孝次，内藤　忍，安次富好恵（講師，非常勤：

総合教育）（2018 年４月１日付）
加藤万吏乃（講師，非常勤：総合教育）（2018 年

副教学委員長　　岡　野　　　孝
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12 月１日付）
小俣和輝，天沼諒太，信岡慶一（助手，非常勤：

生命基礎科学実習）（2018 年４月１日付）
退任：
木村直史（教授，医学教育研究室・薬理学講座）

（2019 年３月 31 日付）
内藤　忍，吉本雄一（アンドリュー），中村達夫，

ローレンス・カーン，ジョン・スーリア（講師，非
常勤：総合教育・外国語）（2019 年３月 31 日付）

古磯成美，天沼　太，堤　純一，保屋野瑞希，荒
居誠也（助手，非常勤：生命基礎科学実習）（2019
年３月 31 日付）

５．Faculty Development
2018 年度は以下のとおり開催した。
 ・ 2018 年度医学教育者のためのワークショップ
「初年次教育に関するワークショップ」

日　時：2018 年７月 23 日（月）
場　所：看護学科２階臨床講堂
2014 年の医学教育分野別評価や高大接続教育改

革のための３ポリシー策定・医学科達成指針策定に
続く教育効果の可視化のための最終段階として，卒

業時コンピテンスが提案され，これに到達するため
の各学年次のマイルストーンが策定される段階に来
た。国領校の教育は，各教員が異なる分野の教育を
行っており，それぞれの分野でマイルストーンを提
案する必要があるため，そのための勉強会として
Facluty Development を開催した。Facluty Devel-
opment では，全員で協議しながら１年次マイルス
トーンを作成し，カリキュラム委員会に提案した。

６．その他
１）行事として，医学科保護者会春季総会（2018

年６月２日（土））が国領キャンパスで開催された。
２）災害時には，教職員による防災組織に加えて

医学科・看護学科学生による学生ボランティア隊も
組織されることから，災害避難訓練（2018 年５月
25 日（金））時にその編成訓練も実施した。また，
災害対策備蓄品のうち非常食（えいようかん）の追
加購入を行った。
３）学生の課外活動時の熱中症対策として，前年

度に引き続き熱中症に関する注意喚起ならびに熱中
症指数計による計測を行わせた（2018 年６～９月
末）。
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